


◆ 概 要 2

◆ 特 徴 3

◆ 構 成 6

◆ 材料規格・寸法 7

◆ スマートベース工法の設計 9

◆ 主な構造規定 11

◆ 販売形態 12

◆ 施工手順 13

◆ スマートベース工法の管理項目 15

◆ 設計・施工資料 16

◆ 型式一覧 18

■ご使用にあたって
・スマートベース工法は、鉄骨造（CFT造を含む）建物の柱脚に使用して下さい。

・スマートベース工法は、国土交通大臣認定材料を用いた、指定性能評価機関（日本建築総合試験所）の性能証明取得工法です。

  本カタログ及び以下の関連資料をご確認の上、内容を遵守して下さい。

 ・設計施工要領書

 ・標準仕様（角形・円形・H形）

 ・設計施工標準図

 ・施工関係資料（標準施工要領等）

 ・スマートベース工法検討システム

・スマートベース工法の各種施工は、東京鉄鋼㈱から技術指導を受けた施工作業者が標準施工要領に準拠の上、実施して下さい。

 尚、東京鉄鋼㈱が技術指導を行った際は「スマートベース工法作業資格認定証」を施工作業者へ発行致します。

・スマートベース工法の内容で疑問点や不明な点がございましたら、以下東京鉄鋼㈱の窓口へお問合わせ下さい。

 【お問合わせ窓口】

東京鉄鋼株式会社 東京本社 ネジ加工品事業部 第二営業部柱脚課

〒102-0071 東京都千代田区富士見 2-7-2  ステージビルディング 11F

TEL：03-5276-9706 FAX：03-5276-9713

URL：http://www.tokyotekko.co.jp

Mail：ttk_base@tokyotekko.co.jp
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 概      要

 スマートベース工法は、ねじ節鉄筋（ネジテツコン）をアンカーボルトとし、定着部に既製

機械式定着金物（プレートナット）を用いた鉄骨露出型柱脚工法です。

 在来の鉄骨露出型柱脚よりも施工性を向上させ、かつ設計で要求される柱脚部の剛性、耐力

及び変形性能を確保することを意図して開発しました。

 柱脚性能は実験により安全性を確認し、工法は

日本建築総合試験所の性能証明、材料は国土交通

大臣の認定を取得しています。

■適用柱サイズ

■適用柱鋼種

ネジテツコン プレートナット 設 置 状 況

国土交通大臣認定書(一財)日本建築総合試験所

性能証明書

スマートベース工法の概要

性能証明書・大臣認定書

適 用 範 囲

項 目 番 号

スマートベース工法 GBRC 性能証明 第04-07号(改3)

アンカーボルト用セット MBLT-0077

※ 適用柱鋼種はF値が同等で大臣認定を取得した材料も可とする。

柱サイズ 150 175 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 700 800 900

円形鋼管

Ｈ型鋼

角形鋼管

角形鋼管

円形鋼管

Ｈ型鋼

BCP235 , BCP325 , BCP325T , BCR295 , STKR400 , STKR490 , UBCR365 ※

STK400 , STK490 , STKN400W , STKN400B , STKN490B ※

SS400 , SM490A , SN400B , SN400C , SN490B , SN490C ※
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 特      徴

 ■ アンカーボルトが柱脚部の主筋を兼用
  スマートベース工法は、アンカーボルトにねじ節鉄筋（SD490）を使用することにより、

  柱脚部の主筋を兼用します。

 ■ 柱脚部の柱主筋量が大幅に減少
  アンカーボルトが柱脚部の主筋を兼用することにより、在来工法と比べて柱脚部の柱主

  筋量を 幅に減少できます。（在来 法の約1/4 1/3に重量削減）

 ■ アンカーボルトの固定金物を小型・簡素化
  アンカーボルトを基礎最下部から建て方することで、従来のような大がかりな仮設フレ

  ームは不要です。小型・簡素化した固定金物でアンカーボルトの建て方が可能となりま

  す。

1. 柱脚部の過密配筋を大幅に改善

スマートベース工法在来工法

 3 



 特      徴

 本工法は設計法による技術認証のため、アンカーボルト本数や配置については制限を設けて

いません。このため、設計上の要求や施工条件から決まる本数・配置を自由に検討できます。

 各種条件を満足する仕様であれば、標準外型式の採用が可能です。

【標準外型式の設計（例）】※ 標準外型式のご採用検討時は、東京鉄鋼の窓口へお問い合わせ下さい。

 ■ アンカーボルト本数の増設（例）

 ■ ベースプレートの拡大（例）

 ■ ブレースがある場合等のアンカーボルト配置（例）

２. 設計の自由度が高い

標準型式
（アンカーボルト 16本）

標準型式
（アンカーボルト 12本）

標準外型式
（アンカーボルト 12本）

標準外型式
（アンカーボルト 20本）

アンカーボルト増設

要求性能への対応

ベースプレート拡大

要求性能への対応

ベースプレート

アンカーボルト

ベースプレート

アンカーボルト

ベースプレート拡大

アンカーボルト増設
標準外型式

（アンカーボルト 20本）

ブレース

ガセット
プレート

ベース
プレート

アンカー
ボルト

要求性能、施工条件への対応
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 特      徴

 本工法の柱脚降伏機構はアンカーボルト先行降伏を標準としています。このため、経済性に

優れた柱脚を検討できます。尚、柱脚の仕様は要求性能に応じた型式をスマートベース標準型

式一覧から選択して採用できます。

  

 本工法では以下の鋼板製ベースプレートを使用します。※2

 ベースプレートは在来品と同様に厚板なので現場様からファブへ鉄骨等と一括発注して頂く

ことでコストダウンを図ることができます。

 ベースプレートのアンカーボルト孔径は、

アンカーボルト最外径＋１７ｍｍです。

 孔径が大きいため、鉄骨建方の作業性が

改善されます。また、柱脚と基礎の一体化

のため、クリアランスにもベースモルタル

を充填します。

３. 経済性重視のアンカーボルトヒンジ仕様

４.  鋼板製のベースプレート

5. 鉄骨建方時の施工性を向上

アンカーボルトヒンジ仕様 ※1
Mu（柱脚の終局時耐力） ＜ Mpc（ 柱の全塑性曲げモーメント）

※1. １階 DSを0.05割増して 保有水平耐力を確認して下さい。
柱との組合せにより、柱ヒンジとなる場合があります。

基準強度（N/㎜2）

295（t ＞40）

325

325（t ≦40）

SN490C
SN490B

TMCP325
TMCP355 355

規 格 鋼材の種類

JIS G 3106 SM490A

JIS G 3136

国土交通大臣認定品

現 場 ファブ等
ベースプレートは鉄骨等と一括発注

※2. スマートベース納入品にベースプレートは含みません。
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 構      成

②

③

④

⑦

⑧

⑨

 

定着金物 ※ 機械式定着金物 プレートナット （D22 D41）

東 京 鉄 鋼 ㈱ 支 給 部 品 詳       細

① アンカーボルト ※
高張力ネジフシ棒鋼 ネジテツコンSD490（D22 D41）

JIS G 3112鉄筋コンクリート用棒鋼

TSMBナット ※ JIS G 4051（S45C）機械構造 炭素鋼鋼材（D22 D41）

テンプレート  

⑤ TSMBロックナット ※ JIS G 4051（S33C）機械構造用炭素鋼鋼材

JIS G 3101（SS400） 般構造 圧延鋼材  （D22 D41）

JIS G 3101（SS490）一般構造用圧延鋼材⑥ TSMB G ナット

アンカーボルト固定金物  

座金 ※ JIS G 3101（SS400） 般構造 圧延鋼材（D22 D41）

ベースモルタル プレミックス型グラウトモルタル 圧縮強度45N/mm 以上

ウマ 嵩上げ用金物（杭とアンカーボルト固定金物が干渉する場合に使用）

現 場 調 達 部 品 詳       細

せん断補強筋（溶接閉鎖型又は 135 度フック型）

SD295A、SD345 D13、D16
柱型部帯筋

※ 本工法に用いるアンカー用ボルトセットとして建築基準法第37条第2項の規定に適合した認定品

柱型部に対しU字型又はL字型の形状とする。

SM490A、SN490B、SN490C、TMCP325、TMCP355

普通コンクリート 21N/mm 以上 60N/mm 以下

帯筋建方筋

ベースプレート

コンクリート

構 成 部 品

② 定着金物

⑨ ベースモルタル

鉄骨建方後 アンカーボルト設置後

⑥ TSMB G ナット

アンカーボルト荷姿

柱型天端

⑦ アンカーボルト

⑤ TSMBロックナット

③ TSMBナット

④ テンプレート
鉄骨柱

ベースプレート

⑧ 座金

帯筋建方筋

柱型部帯筋

基礎下端

固定金物

① アンカーボルト
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 材 料 規 格 ・ 寸 法

【アンカーボルト 及び アンカーボルト付属品】

【ベースプレート 及び 柱型部に使用する鉄筋】

【ベースモルタル】

構 成 部 品

規 格

種 類

製 品 名

圧 縮 強 度

備 考

プレミックス型グラウトモルタル

ベースモルタル

 

トーテツベースモルタル
（無収縮モルタル）

45N/mm 以上
（材令28日）

柱型コンクリート強度以上

材 料 規 格

【トーテツベースモルタル】

（25kg/袋）

構 成 部 品 アンカーボルト 定着金物 TSMBナット
TSMB

ロックナット
TSMB G ナット 座 金

規 格 JIS G 3112
JIS G 5503
FCAD 1200

JIS G 4051 JIS G 3101

製 品 名 ネジテツコン プレートナット   

サ イ ズ D22 D41 D22 D41 D22 D41 D22 D41

備 考 ねじ節鉄筋 機械式定着金物   

 

SS400

JIS G 4051
JIS G 3101

S33C

D22 D41

 

鋼 種 SD490  S45C SS400

SS490

構 成 部 品

規 格
JIS G 3106
JIS G 3136

大臣認定取得材

鋼 種
SM490A

SN490B,C
TMCP325B,C
TMCP355B,C

製 品 名  -

サ イ ズ t ≦ 40mm t > 40mm

備 考  -

柱 型 部 帯 筋

JIS G 3112

SD295A,SD345

 

ベースプレート

D13,D16

溶接閉鎖型 又は 135°フック型

帯 筋 建 方 筋

JIS G 3112

SD295A,SD345

 

 

U字型 又は L字型の形状
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 材 料 規 格 ・ 寸 法

【スマートベース工法 部品の形状と寸法】

 単位：mm

単位：mm

【アンカーボルト上部高さと孔径寸法一覧表】 単位：mm

直 径 断面積 D R1 B C t L B C L B C L D1 D t

D22 22.2 3.871 24.8 55 35 39 8 42 46 53.1 45 32.8 37.9 20 27 65 19

D25 25.4 5.067 28.2 65 41 46 9 47 50 57.7 45 36.5 42.1 20 30 70 19

D29 28.6 6.424 32.1 75 46 51 10 57 54 62.4 50 41.0 43.0 20 35 75 22

D32 31.8 7.942 35.7 80 50 54 11 62 58 67.0 50 45.6 48.0 30 38 75 22

D35 34.9 9.566 39.1 90 54 59 13 67 63 72.7 55 50.1 53.0 30 41 80 22

D38 38.1 11.40 42.6 95 58 63 15 72 67 77.4 60 53.7 57.0 30 45 90 25

D41 41.3 13.40 46.3 100 63 69 16 77 71 82.0 65 58.3 62.0 30 48 90 25

アンカーボルト ※1
TSMBロックナット

TSMB G ナット
TSMBナット 座 金定 着 金 物

サイズ

D22

D25

D29

D32

D35

D38

D41

サイズ

135 60

140 64

上 部 高 さ
アンカーボルト

孔径

L  ※2 φ

104 42

104 46

112 50

122 53

127 57

部 品 寸 法

【TSMBナット】

【アンカーボルト上部高さ図】 【アンカーボルト孔径図】

アンカーボルト

TSMBロックナット
TSMBナット
座金

ベースプレート

ベースモルタル
（トーテツベースモルタル）

（30mm~50mm）

定着金物

TSMB G ナット

アンカーボルト固定金物

※1. アンカーボルトの直径と断面積は、公称寸法。断面積の単位：cm 

※2. 余 20mmとした場合。

アンカーボルト孔径

ベースプレート

【定着金物】

【座金】【TSMBロックナット】
【TSMB G ナット】

【アンカーボルト】
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 スマートベース工法の設計

 本工法を用いた建築物は下記フローに基づき、太線で示すいずれかのルートで検討して下

さい。

※1 ルート 1-1 の建築物でピンに近い形状の柱脚〔2020年度版 建築物の構造関係技術基準解説書（付表1.2-4のタイプⅠ）〕

    が使われる場合は別途定める簡便な方法で検討してもよい。

※2 ルート 1-2 では, γを1.67とする。

※3 柱及びはりの部材群としての種別がDの場合は割り増ししない。

※4 スマートベース工法設計施工要領書「3.10 構造細則(6),(11)」に示す軸力制限値内であれば、確認不要。

※5 柱とスマートベース型式の組合せにより、フロー③,⑧はYESのルートも可。

⑧ 柱脚の保有耐力接合の判定

(柱脚Mu＞柱Mpc×αの検討)

Yes Yes

③ 柱脚の保有耐力接合の判定

(柱脚Mu＞柱Mpc×αの検討)

① 露出柱脚の固定度を適切に評価して構造計算を行い, 建築物及び柱脚の許容応力度の検討を行う。※1

② アンカーボルトの

伸び能力の有無

⑦ アンカーボルトの

伸び能力の有無

⑪ 柱脚の保有耐力接合の判定

(柱脚My＞柱Mpc×αの検討)

⑨ 保有水平耐力

を確認

(柱ヒンジ仮定)

⑫ 保有水平耐力

を確認

(柱ヒンジ仮定)

⑩ 1階Dsを0.05割増し

で保有水平耐力確認

※3

⑬ 1階は,柱及びはり

の部材群としての種別

がDに相当するDsで保

有水平耐力確認

エ ン ド

Yes

No No

No

ルート 1-1 ルート 2

⑥ 基礎コンクリートの破壊防止等の確認 ※4 ⑭ 基礎コンクリートの破壊防止等の確認 ※4

NoNo

設計フロー

ルート 1-2 ルート 3

：伸び能力の判断はYes

：固定度が、既存の指針式の約2倍

④ 地震力による

応力をγ倍にして

柱脚の終局耐力を

確認※2

⑤ 地震による応力を

γ倍してコンクリート

及びアンカーボルトの

応力が F値以下である

ことを確認※2

Yes Yes

スマートベース工法の設計フロー
（2020年度版 建築物の構造関係技術基準解説書より)

スマートベース

標準ルート ※5
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 スマートベース工法の設計

 本工法では、以下の検討を行います。

１) 露出柱脚の固定度（柱脚部の弾性回転剛性）

２) 柱脚部の耐力

        ・曲げ耐力

        ・せん断耐力

３) 柱型部の設計

    ・柱型部の終局せん断耐力

４) ベースプレート 及び ベースモルタルの設計

      ・アンカーボルト孔のはしあき破断防止設計

      ・ベースプレート厚の設計

      ・プレート下のベースモルタル圧縮縁応力度の検討

      ・アンカーボルト孔内ベースモルタル支圧応力度の検討

５) アンカーボルトの定着耐力の検討

      ・コーン破壊による定着耐力の検討

      ・側面剥離による定着耐力の検討

■ 「スマートベース工法検討システム」について

 ・「SuperBuild／SS7」にスマートベース工法の情
   報が組込み済みです。

 ・算出されたデータの取り込みにより、上記の各種
　　検討を実施できます。

 ・圧縮軸力制限とせん断力ＮＧに対する検討が可能
  です。

 ・「SuperBuild／SS7」を利用しない場合でも構造
　　計算結果の直接入力によりご利用頂けます。

※ 各種検討内容は、別冊「設計ハンドブック（設計施工要領書）」を参照して下さい。
※ 「スマートベース検討システム」の使用方法は別紙「操作マニュアル」を参照して下さい。

※ 「SuperBuild/SS7」以外の一貫構造計算プログラムによるご検討の際は、東京鉄鋼までお問い合わせ下さい。

一貫構造計算プログラム

「SuperBuild/SS7」ご使用時は

連係する「スマートベース工法検

討システム」により、各種検討が

可能です。

一貫構造計算プログラム

「SuperBuild/SS7」ご使用時は

スマートベース型式の選択により

構造計算が可能です。

設 計 検 討 項 目

スマートベース工法検討システム

（メイン画面）
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